
森 一 人 様

ご無沙汰しておりますが、お元気でご活躍のことと拝察
いたします。

この度は『仮想・立花昭記念鐸」 をお送 り頂 き誡にあり
がとうございます。 「立花昭記念禽向 の名の通 り、実際の
「託念館」を実現 させようとする意氣へみと構想が、その
まま鉄の上にあますところなく表現 されたものと拝几 しま
した。

祝迫 さんによる「先几と地道は仕事」のえも、凝縮 され
た表現の中に万感を基めてまとめられ、感慨深ス 拝読 しま
した。私の “教示"と のことですが、 もしそれらのことを
私 自らが執筆 したとしたら、下世話な話題 を伴って、故人
に失ネしなことをj癸ばしていたかも知れません。祝迫 さんの
客観的で冷静 な記述にすべてが語 られているように感ずる
次第です。

それにしても、晩年に体調 を崩 され、自党症状 もありな
がら、『原子力月語辞刺 の執筆・編纂に積極的に当たら
れたことは、年譜 をたどりながら爽めて感慨 を深 くいたし
ました。祝迫 さんの締め くくりのえ章にもありますように、
大変ヤじ択なく思 う次第です。

先ずは重ねて御ネし申し上げますとともに、ますますのご
健勝をお祈リヤしあげます。
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